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屋久島世界自然遺産地域モニタリング計画 

 

１．目的 

屋久島世界自然遺産地域（以下「遺産地域」という。）の自然景観と生態系については、科学的

知見に基づき順応的に管理を行う必要がある。このため、環境省九州地方環境事務所、林野庁九

州森林管理局、鹿児島県、屋久島町（以下「関係行政機関」という。）は、関係団体、専門家等と

連携してモニタリングを推進するとともに、その結果に応じて保全方法や利用方法の見直し等を

行い、より効果的な手法により遺産地域の管理を行うこととしている。 

この計画では、科学的知見に基づく順応的管理を推進し、遺産地域の自然景観及び生態系、並

びにその価値を後世に引き継いでいくため、今後 10 年程度において、関係行政機関が実施するモ

ニタリング項目及びその内容を規定するとともに、モニタリング結果の評価の基準とその手順を

明らかにする。 

 

２．モニタリングの基本方針 

世界遺産の普遍的価値が維持されているかをモニタリングするとともに、気候変動が遺産地域

に及ぼす影響を把握するために、遺産地域の４つの管理目標にあわせて６つの評価項目を設定し、

評価項目に基づいたモニタリング項目及びその内容を設定する。 

 

管理目標０ 基礎的環境情報が把握されていること 

   

管理目標Ⅰ 天然スギに代表される特異な自然景観が維持されていること 

  評価項目Ａ 天然スギ林が適切に保護・管理され、天然スギが持続的に世代交代すること 

  評価項目Ｂ その他の特異な自然景観資源が適切に保護・管理されていること 

 

管理目標Ⅱ 植生の垂直分布に代表される貴重な生態系が維持されていること 

  評価項目Ｃ 植生の垂直分布が維持されていること 

  評価項目Ｄ 生物多様性が維持されていること 

 

管理目標Ⅲ 観光客等による利用及び人為活動等が世界遺産登録時の価値を損なっていないこと 

  評価項目Ｅ 観光客等による利用が適正に管理されていること 

  

 モニタリングの実施にあたっては、関係団体、専門家、その他の機関等との緊密な連携・協力

を図り、屋久島世界自然遺産地域科学委員会（以下、「科学委員会」という。）の助言を得るもの

とする。 

 

３．モニタリング項目 

 遺産地域の順応的管理の推進のために、以下のモニタリングを実施する。なお、モニタリング

の詳細な内容、計画期間のモニタリング実施予定は、それぞれ別表１・２に定めるとおりである。 
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管理機関が継続して実施するモニタリング項目 
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４．モニタリングの評価 

評価指標及び評価基準に基づき、科学委員会においてモニタリング結果の評価を実施する。そ

の際、重要な事項について検討を深めるために、科学委員会のもとに設置されているワーキング

グループにおいて、関連する評価項目に係る評価を実施する等、専門性を活かした効果的な評価

を実施する。 

また、モニタリング結果の評価は、概ね５年に１回程度を基本とするが、モニタリング結果に

ついては、随時広く情報を共有する。 

 

５．計画の見直し 

（１）計画期間 

 本計画は2012年から2021年までの今後10年間の中期モニタリング計画とし、概ね５年ごとに本

計画の継続・変更について検討を行う。 

 

（２）その他 

関係行政機関は、本計画に基づき毎年のモニタリング事業内容を決定し、当該年度に実施すべ

きモニタリング、調査を可能な範囲で実施する。なお、必要に応じて年度毎に各機関の役割分担

を見直すとともに、調査手法についてもこれまでの実施状況に応じ簡素化を実施するなど柔軟に

見直すものとする。 
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関係行政機関が今後継続して行うモニタリング項目詳細（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管
理
目
標

評
価
項
目

モ
ニ
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ン
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項
目

評
価
基
準

調
査
箇
所
等

頻
度

調
査
内
容
等

実
施
主
体

備
考

西
部
地
域
の
大
川
の
滝
（
標
高
0
m
）
、

小
楊
子
林
道
（
標
高
3
0
0
m
）
、
花
山
歩

道
（
標
高
5
0
0
m
、
7
0
0
m
、
9
0
0
m
、

1
2
0
0
m
、
1
4
0
0
m
、
1
6
0
0
m
）
の
7
箇
所

1
0
分
毎

気
温
、
湿
度
、
地
温

東
部
地
域
の
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
（
標
高

1
0
0
m
）
、
淀
川
登
山
口
（
標
高
1
3
0
0
m
）

の
2
箇
所

1
0
分
毎

地
温
、
土
壌
水
分

中
央
山
岳
部
の
新
高
塚
小
屋
（
標
高

1
5
0
0
m
）
の
1
箇
所
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0
分
毎
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温
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湿
度
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水
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温
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壌
水
分

屋
久
島
北
部
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高
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ｍ
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、
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久
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部
の
淀
川
登
山
口
（
標
高
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3
0
0
ｍ
）

の
3
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所

1
0
分
毎

気
温

宮
之
浦
（
標
高
5
ｍ
）
、
宮
之
浦
林
道
（
標

高
5
1
0
ｍ
）
、
白
谷
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標
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0
ｍ
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白

谷
雲
水
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高
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0
ｍ
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ヤ
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ギ
ラ
ン
ド
（
標
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1
0
0
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ｍ
）
、
大
川
林
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（
標
高
1
0
2
0

ｍ
）
、
淀
川
登
山
口
（
標
高
1
3
8
0
ｍ
）
、
黒

味
岳
頂
上
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近
（
標
高
1
8
0
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ｍ
）
の
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所
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毎
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－
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調
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項
目
）
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ニ
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価
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準

調
査
箇
所
等

頻
度

調
査
内
容
等

実
施
主
体

備
考

2
－

－

屋
久
島
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
(宮
之
浦
)、
屋

久
島
町
消
防
団
中
央
分
団
宮
之
浦
班
消

防
詰
所
(宮
之
浦
)、
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

屋
久
島
(宮
之
浦
)の
3
カ
所

毎
月

降
下
ば
い
じ
ん
量

3
－

－
宮
之
浦
川
宮
之
浦
橋
地
点
、
安
房
川
安

房
橋
地
点
、
永
田
川
永
田
橋
地
点
、
栗

生
川
栗
生
橋
地
点
の
4
地
点

4
年
毎

（
1
地
点
年
2

回
）

pH
、
D
O
、
B
O
D
、
C
O
D
、
S
S
、
大
腸
菌
群
数

評
価
指
標

（
調
査
項
目
）

０
　
基
礎
的
環
境
情
報
が
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と

－

大
気
組
成
、
水
質
測
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管
理
目
標

評
価
項
目

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目

評
価
基
準

調
査
箇
所
等

頻
度

調
査
内
容
等

実
施
主
体

備
考

天
然
ス
ギ
林
の
現
状

把
握

4
天
然
ス
ギ
林
の

面
積

天
然
ス
ギ
林
の
面
積

が
大
き
く
減
少
し
て
い

な
い
こ
と

屋
久
島
の
国
有
林
全
域
に
2
km
間
隔
で

1
0
0
m
×
1
0
0
m
の
空
中
写
真
判
読
プ

ロ
ッ
ト
を
3
4
7
箇
所
設
定

1
0
年
毎

空
中
写
真
を
用
い
て
天
然
ス
ギ
の
個
体
数
を
カ
ウ

ン
ト
し
、
ス
ギ
の
分
布
密
度
を
推
定
、
経
年
変
化
を

把
握
（
近
隣
に
現
地
調
査
プ
ロ
ッ
ト
が
あ
る
判
読

プ
ロ
ッ
ト
で
は
そ
の
値
を
用
い
て
判
読
値
を
補
正
）

林
野
庁

原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
内
の
１
箇
所

（
標
高
1
3
0
0
m
の
地
点
に
設
定
し
た
1
h
a

の
固
定
プ
ロ
ッ
ト
）

1
0
年
毎

一
定
の
大
き
さ
以
上
の
毎
木
調
査
を
実
施
し
、
種

組
成
及
び
階
層
構
造
の
変
化
等
を
把
握

環
境
省

東
部
地
域
1
箇
所
（
標
高
1
2
0
0
ｍ
の
地

点
に
設
定
し
た
5
0
㎡
の
固
定
プ
ロ
ッ
ト
）

1
0
年
毎

西
部
地
域
2
箇
所
（
標
高
1
2
0
0
ｍ
、
1
3
0
0

ｍ
の
地
点
に
設
定
し
た
1
0
0
㎡
～
2
0
0
㎡

の
固
定
プ
ロ
ッ
ト
）

1
0
年
毎

南
部
地
域
3
箇
所
（
標
高
1
2
0
0
ｍ
、
1
4
0
0

ｍ
、
1
6
0
0
ｍ
の
地
点
に
設
定
し
た
1
4
0
㎡

～
5
0
0
㎡
の
固
定
プ
ロ
ッ
ト
）

1
0
年
毎

北
部
地
域
4
箇
所
（
標
高
9
0
0
ｍ
、
1
0
0
0

ｍ
、
1
2
5
0
ｍ
、
1
3
9
5
ｍ
の
地
点
に
設
定

し
た
1
8
5
㎡
～
3
0
0
㎡
の
固
定
プ
ロ
ッ
ト
）
1
0
年
毎

中
央
地
域
3
箇
所
（
標
高
1
2
0
0
ｍ
、
1
4
0
0

ｍ
、
1
6
0
0
ｍ
の
地
点
に
設
定
し
た
3
0
0
㎡

～
5
0
0
㎡
の
固
定
プ
ロ
ッ
ト
）

1
0
年
毎

屋
久
島
全
域
4
箇
所
（
標
高
9
9
0
ｍ
、

1
2
7
0
ｍ
、
1
3
2
0
ｍ
、
1
5
0
0
ｍ
の
地
点
に

設
定
し
た
1
0
0
0
㎡
の
固
定
プ
ロ
ッ
ト
)

5
年
毎

天
然
ス
ギ
林
の

種
組
成
及
び
階

層
構
造

天
然
ス
ギ
林
の
種
組

成
及
び
階
層
構
造
に

大
き
な
変
化
が
み
ら

れ
な
い
こ
と

評
価
指
標

Ⅰ
　
天
然
ス
ギ
に
代
表
さ
れ
る
特
異
な
自
然
景
観
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と

Ａ
　
天
然
ス
ギ
林
が
適
切
に
保
護
・
管
理
さ
れ
、
天
然
ス
ギ
が
持
続
的
に
世
代
交
代
す
る
こ
と

5
天
然
ス
ギ
林
の
動
態

把
握

一
定
の
大
き
さ
以
上
の
個
体
調
査
（
胸
高
直
径
、

サ
ン
プ
ル
木
の
樹
高
の
測
定
）
を
含
む
ブ
ラ
ウ
ン
・

ブ
ラ
ン
ケ
法
に
よ
る
植
生
調
査
、
階
層
別
の
調
査

を
実
施
し
、
種
組
成
及
び
階
層
構
造
の
変
化
等
を

把
握

（
東
・
西
・
南
・
北
・
中
部
に
お
い
て
は
、
ギ
ャ
ッ
プ

が
発
生
し
て
も
調
査
の
継
続
性
が
保
て
る
よ
う
プ

ロ
ッ
ト
の
面
積
を
拡
大
）

　
屋
久
島
全
域
1
3
箇
所
の
デ
ー
タ
は
森
林
資
源

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
利
用

林
野
庁
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管
理
目
標

評
価
項
目

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目

評
価
基
準

調
査
箇
所
等

頻
度

調
査
内
容
等

実
施
主
体

備
考

縄
文
杉

夫
婦
杉

大
王
杉

上
記
以
外
（
遺
産
地
域
外
）
の
ヤ
ク
ス
ギ

の
巨
樹
・
著
名
木

そ
の
他
の
特
異
な
自

然
景
観
資
源
の
現
状

把
握

7
特
異
な
自
然
景

観
資
源
の
現
況

特
異
な
自
然
景
観
資

源
の
規
模
、
形
態
等

に
著
し
い
変
化
が
み

ら
れ
な
い
こ
と

島
内
全
域
2
1
地
点

毎
年

定
期
的
に
巡
視
し
写
真
撮
影
に
よ
り
確
認

環
境
省

評
価
指
標

Ｂ
　
そ
の
他
の
特
異
な
自
然
景
観
資
源
が
適
切
に
保
護
・
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

Ⅰ
　
天
然
ス
ギ
に
代
表
さ
れ
る
特
異
な
自
然
景
観
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と

6
著
名
ヤ
ク
ス
ギ
等
の

巨
樹
・
巨
木
の
現
状

把
握

著
名
ヤ
ク
ス
ギ

で
あ
る
各
個
体

の
枝
数
、
葉
量

著
名
ヤ
ク
ス
ギ
で
あ

る
各
個
体
の
枝
数
、

葉
量
に
著
し
い
変
化

が
み
ら
れ
な
い
こ
と

毎
年

・
著
名
ヤ
ク
ス
ギ
で
あ
る
個
体
の
樹
勢
を
目
視
に

よ
り
把
握

・
樹
勢
の
衰
え
が
認
め
ら
れ
た
個
体
に
つ
い
て
は

枝
数
、
葉
量
を
調
査
。
葉
量
に
つ
い
て
は
写
真
撮

影
及
び
樹
形
図
を
作
成

環
境
省

林
野
庁

実
施
主
体
は
連
携
し

て
効
率
的
に
巡
視
を

実
施
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管
理
目
標

評
価
項
目

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目

評
価
基
準

調
査
箇
所
等

頻
度

調
査
内
容
等

実
施
主
体

備
考

原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
の
林
分
別
４

箇
所
（
標
高
3
0
0
-
5
7
0
m
、
5
2
0
-
7
0
0
m
、

1
1
5
0
-
1
2
0
0
m
、
1
3
0
0
m
に
設
定
し
た
固

定
プ
ロ
ッ
ト
）

1
0
年
毎

一
定
の
大
き
さ
以
上
の
毎
木
調
査
を
実
施
し
、
種

組
成
及
び
階
層
構
造
の
変
化
等
を
把
握

環
境
省

東
部
地
域
6
箇
所
（
標
高
2
0
0
ｍ
、
4
0
0

ｍ
、
6
0
0
ｍ
、
8
0
0
ｍ
、
1
0
0
0
ｍ
、
1
2
0
0
ｍ

の
地
点
に
設
定
し
た
5
0
㎡
～
5
0
4
㎡
の

固
定
プ
ロ
ッ
ト
）

1
0
年
毎

西
部
地
域
8
箇
所
（
標
高
0
ｍ
、
2
0
0
ｍ
、

4
0
0
ｍ
、
6
0
0
ｍ
、
8
0
0
ｍ
、
1
0
0
0
ｍ
、

1
2
0
0
ｍ
、
1
3
0
0
ｍ
の
地
点
に
設
定
し
た

1
0
0
㎡
～
7
6
2
㎡
の
固
定
プ
ロ
ッ
ト
）

1
0
年
毎

南
部
地
域
1
0
箇
所
（
標
高
5
ｍ
、
5
ｍ
、

2
0
0
ｍ
、
4
0
0
ｍ
、
6
0
0
ｍ
、
8
0
0
ｍ
、

1
0
0
0
ｍ
、
1
2
0
0
ｍ
、
1
4
0
0
ｍ
、
1
6
0
0
ｍ

の
地
点
に
設
定
し
た
1
4
0
㎡
～
5
0
0
㎡
の

固
定
プ
ロ
ッ
ト
）

1
0
年
毎

北
部
地
域
1
0
箇
所
（
標
高
0
ｍ
、
1
0
0
ｍ
、

4
4
0
ｍ
、
5
8
0
ｍ
、
8
0
0
ｍ
、
9
0
0
ｍ
、

1
0
0
0
ｍ
、
1
2
5
0
ｍ
、
1
3
5
0
ｍ
、
1
3
9
5
ｍ

の
地
点
に
設
定
し
た
1
8
5
㎡
～
6
0
0
㎡
の

固
定
プ
ロ
ッ
ト
）

1
0
年
毎

中
央
地
域
6
箇
所
（
標
高
1
2
0
0
ｍ
、
1
4
0
0

ｍ
、
1
6
0
0
ｍ
、
1
7
7
5
ｍ
、
1
8
0
0
ｍ
、

1
9
3
6
ｍ
の
地
点
に
設
定
し
た
1
6
㎡
～

5
0
0
㎡
の
固
定
プ
ロ
ッ
ト
）

1
0
年
毎

屋
久
島
全
域
1
3
箇
所
（
標
高
3
0
ｍ
、
5
0

ｍ
、
2
3
0
ｍ
、
3
5
0
ｍ
、
4
0
0
ｍ
、
4
2
0
ｍ
、

5
1
0
ｍ
、
7
1
0
ｍ
、
8
6
0
ｍ
、
9
9
0
ｍ
、

1
2
7
0
ｍ
、
1
3
2
0
ｍ
、
1
5
0
0
ｍ
の
地
点
に

設
定
し
た
1
0
0
0
㎡
の
固
定
プ
ロ
ッ
ト
)

5
年
毎

群
集
、
種
組
成
及
び

階
層
構
造
に
大
き
な

変
化
が
み
ら
れ
な
い

こ
と

一
定
の
大
き
さ
以
上
の
個
体
調
査
（
胸
高
直
径
、

サ
ン
プ
ル
木
の
樹
高
の
測
定
）
を
含
む
ブ
ラ
ウ
ン
・

ブ
ラ
ン
ケ
法
に
よ
る
植
生
調
査
、
階
層
別
の
調
査

を
実
施
し
、
種
組
成
及
び
階
層
構
造
の
変
化
等
を

把
握

（
東
・
西
・
南
・
北
・
中
部
に
お
い
て
は
、
ギ
ャ
ッ
プ

が
発
生
し
て
も
調
査
の
継
続
性
が
保
て
る
よ
う
プ

ロ
ッ
ト
の
面
積
を
拡
大
）

　
屋
久
島
全
域
1
3
箇
所
の
デ
ー
タ
は
森
林
資
源

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
利
用

林
野
庁

評
価
指
標

Ｃ
　
植
生
の
垂
直
分
布
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と

Ⅱ
　
植
生
の
垂
直
分
布
に
代
表
さ
れ
る
貴
重
な
生
態
系
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と

植
生
の
垂
直
分
布
の

動
態
把
握

8
群
集
、
種
組
成

及
び
階
層
構
造
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管
理
目
標

評
価
項
目

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目

評
価
基
準

調
査
箇
所
等

頻
度

調
査
内
容
等

実
施
主
体

備
考

屋
久
島
全
域
3
0
地
点

3
～
5
年
毎

糞
粒
法
に
よ
る
密
度
調
査

環
境
省

西
部
、
北
東
部
、
南
部
な
ど

１
～
5
年
毎

糞
粒
法
、
糞
塊
調
査
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
カ
ウ
ン
ト
法

な
ど
に
よ
る
密
度
調
査

林
野
庁

職
員
実
行
に
よ
る
ヤ
ク
シ
カ
の
捕
獲
頭
数
、
個
体

情
報
（
場
所
、
性
別
等
）

林
野
庁

狩
猟
捕
獲
に
よ
る
ヤ
ク
シ
カ
の
捕
獲
頭
数
、
個
体

情
報
（
場
所
、
性
別
等
）

鹿
児
島
県

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
よ
る
ヤ
ク
シ
カ
の
捕
獲
頭
数
、

個
体
情
報
（
場
所
、
性
別
等
）

屋
久
島
町

西
部
（
5
ヶ
所
)、
小
杉
谷
(4
カ
所
)、
安
房

(4
カ
所
)、
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
(2
カ
所
)、
高

層
湿
原
（
1
カ
所
）

1
～
3
年
毎

防
鹿
柵
内
外
の
植
生
調
査
を
定
期
的
に
実
施

し
、
植
生
回
復
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
特
定

の
植
物
に
タ
グ
を
装
着
し
、
追
跡
調
査
を
実
施

環
境
省

九
州
大
学

西
部
、
北
東
部
、
南
部
な
ど

１
～
5
年
毎

植
生
調
査
プ
ロ
ッ
ト
を
設
定
し
被
害
状
況
を
調
査

す
る
と
と
も
に
、
防
鹿
柵
(植
生
保
護
柵
)設
置
箇

所
の
柵
の
内
外
の
調
査
プ
ロ
ッ
ト
に
お
い
て
植
生

の
回
復
状
況
等
を
調
査

林
野
庁

林
床
植
生
に
過
度
な

摂
食
が
み
ら
れ
ず

に
、
森
林
生
態
系
の

維
持
及
び
適
切
な
森

林
更
新
が
期
待
さ
れ

る
こ
と

Ｄ
　
生
物
多
様
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と

Ⅱ
　
植
生
の
垂
直
分
布
に
代
表
さ
れ
る
貴
重
な
生
態
系
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と

9

捕
獲
頭
数
が
適
正
な

生
息
密
度
維
持
の
た

め
に
、
寄
与
し
て
い
る

こ
と

1
1

ヤ
ク
シ
カ
の
生
息
密

度
が
適
正
に
保
た
れ

て
い
る
こ
と

ヤ
ク
シ
カ
の
個

体
数

ヤ
ク
シ
カ
に
よ
る

植
生
被
害
及
び

回
復
状
況

ヤ
ク
シ
カ
の
動
態
把

握
及
び
被
害
状
況
把

握

1
0
地
域
ご
と
の
ヤ

ク
シ
カ
の
捕
獲

頭
数

毎
年

屋
久
島
全
域

評
価
指
標
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管
理
目
標

評
価
項
目

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目

評
価
基
準

調
査
箇
所
等

頻
度

調
査
内
容
等

実
施
主
体

備
考

1
2

林
床
部
の
希
少

種
・
固
有
種
の

分
布
・
生
育
状

況

希
少
種
・
固
有
種
の

生
育
地
・
生
育
個
体

数
が
減
少
し
て
い
な

い
こ
と

東
部
～
南
部
地
域
に
お
い
て
、
希
少
種
・

固
有
種
が
集
中
的
に
分
布
す
る
地
点

5
年
毎

生
育
す
る
希
少
種
・
固
有
種
の
株
数
、
生
育
状
況

を
記
録

環
境
省

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
が
多
く
生
育
す
る
西
部

地
域
に
分
布
す
る
標
本
個
体
（
6
2
本
）

5
年
毎

胸
高
直
径
及
び
樹
高
の
測
定
、
生
・
枯
死
の
別
、

活
力
度
の
判
別

＊
活
力
度
の
判
別
は
、
樹
勢
、
樹
形
、
梢
端
部
の

葉
量
の
状
態
、
枯
枝
の
率
、
着
葉
状
況
、
根
元
・

幹
の
腐
朽
・
空
洞
の
有
無
、
表
土
壌
の
リ
タ
ー
層

の
被
覆
状
況
等
を
点
数
化
し
、
総
合
的
な
活
力

状
況
を
評
価

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
が
多
く
生
育
す
る
西
部

地
域
の
4
箇
所
（
標
高
4
1
0
ｍ
、
4
7
0
ｍ
、

5
6
0
ｍ
、
7
0
0
ｍ
の
地
点
に
設
定
し
た
1
0
0

㎡
の
固
定
プ
ロ
ッ
ト
）

5
年
毎

一
定
の
大
き
さ
以
上
の
個
体
調
査
（
胸
高
直
径

及
び
樹
高
測
定
）
を
含
む
ブ
ラ
ウ
ン
・
ブ
ラ
ン
ケ
法

に
よ
る
植
生
調
査
を
実
施
し
、
種
組
成
及
び
階
層

構
造
の
変
化
等
を
把
握

西
部
地
域
1
箇
所
（
標
高
2
0
0
ｍ
の
地
点

に
設
定
し
た
5
0
0
㎡
の
固
定
プ
ロ
ッ
ト
）

5
年
毎

・
一
定
の
大
き
さ
以
上
の
個
体
調
査
（
胸
高
直

径
、
サ
ン
プ
ル
木
の
樹
高
の
測
定
）
を
含
む
ブ
ラ

ウ
ン
・
ブ
ラ
ン
ケ
法
に
よ
る
植
生
調
査
を
実
施
し
、

種
組
成
及
び
階
層
構
造
の
変
化
等
を
把
握

・
低
木
層
に
お
け
る
ア
ブ
ラ
ギ
リ
個
体
の
動
態
に

つ
い
て
把
握

国
有
林

毎
年

巡
視
や
入
林
者
か
ら
の
情
報
を
通
じ
て
ア
ブ
ラ
ギ

リ
の
侵
入
状
況
な
ど
を
把
握

1
4

評
価
指
標

1
3

林
野
庁

林
野
庁

外
来
種
等
に
よ
る
生

態
系
へ
の
影
響
把
握

外
来
植
物
ア
ブ

ラ
ギ
リ
の
分
布

状
況

ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
生
育

分
布
域
が
拡
大
し
て

い
な
い
こ
と

希
少
種
・
固
有
種
の

分
布
状
況
の
把
握

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
の
生

育
地
・
生
育
個
体
数

が
減
少
し
て
お
ら
ず
、

稚
幼
樹
の
定
着
に
伴

う
更
新
が
期
待
さ
れ

る
こ
と

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ

の
分
布
・
生
育

状
況

Ⅱ
　
植
生
の
垂
直
分
布
に
代
表
さ
れ
る
貴
重
な
生
態
系
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と

Ｄ
　
生
物
多
様
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
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管
理
目
標

評
価
項
目

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目

評
価
基
準

調
査
箇
所
等

頻
度

調
査
内
容
等

実
施
主
体

備
考

1
5
湿
原
の
面
積

湿
原
面
積
が
大
き
く

減
少
し
て
い
な
い
こ
と
花
之
江
河
及
び
小
花
之
江
河

5
年
毎

湿
原
の
水
深
、
土
砂
堆
積
深
(評
価
指
標
1
7
)や

植
生
群
落
分
布
(評
価
指
標
1
8
)の
変
化
か
ら
湿

原
面
積
の
変
化
を
把
握

林
野
庁

1
6

湿
原
の
水
深
、

土
砂
堆
積
深
及

び
落
ち
葉
溜
ま

り
の
分
布
面
積

湿
原
の
水
深
が
維
持

さ
れ
、
土
砂
堆
積
深
、

落
ち
葉
溜
ま
り
の
分

布
面
積
に
著
し
い
変

化
が
み
ら
れ
な
い
こ
と

花
之
江
河
及
び
小
花
之
江
河

5
年
毎

・
固
定
調
査
点
を
設
置
し
、
水
深
及
び
土
砂
堆
積

深
を
調
査

・
湿
原
全
域
に
お
い
て
、
流
路
中
の
泥
底
の
広
葉

樹
を
主
体
と
し
た
落
ち
葉
溜
ま
り
を
目
視
に
よ
り
確

認
し
、
分
布
を
測
定
し
面
積
を
把
握

林
野
庁

高
層
湿
原
植
生
の
動

態
把
握

1
7
植
生
群
落
分

布
、
種
組
成

植
生
群
落
分
布
面
積

及
び
位
置
、
種
組
成

に
変
化
が
み
ら
れ
な

い
こ
と

花
之
江
河
及
び
小
花
之
江
河

5
年
毎

・
湿
原
植
生
の
群
落
の
分
布
位
置
・
範
囲
を
空
中

写
真
に
よ
り
判
読
す
る
と
と
も
に
、
現
地
確
認
調

査
を
行
い
、
湿
原
群
落
の
位
置
及
び
面
積
を
把
握

・
固
定
調
査
プ
ロ
ッ
ト
を
設
置
し
、
定
期
的
に
種
組

成
を
調
査

林
野
庁

高
層
湿
原
の
動
態
把

握

評
価
指
標

Ｄ
　
生
物
多
様
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と

Ⅱ
　
植
生
の
垂
直
分
布
に
代
表
さ
れ
る
貴
重
な
生
態
系
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
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 管
理
目
標

評
価
項
目

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目

評
価
基
準

調
査
箇
所
等

頻
度

調
査
内
容
等

実
施
主
体

備
考

1
8
屋
久
島
入
島
者

数
－

屋
久
島
空
港
、
安
房
港
、
宮
之
浦

港
毎
日

人
数
を
把
握

鹿
児
島
県

鹿
児
島
県
県
熊
毛
支
庁

が
空
港
、
各
港
と
連
携
し

て
調
査

1
9
主
要
山
岳
部
に

お
け
る
登
山
者

数
－

荒
川
登
山
口
～
縄
文
杉
、
太
鼓
岩

～
楠
川
分
か
れ
、
淀
川
登
山
口
、

高
塚
小
屋
～
新
高
塚
小
屋
、
モ
ッ

チ
ョ
ム
岳
登
山
口

毎
日

登
山
者
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
登
山
者
数
を
把
握

環
境
省

導
入
初
期
は
鹿
児
島
大

学
と
共
同

2
0
自
然
休
養
林
に

お
け
る
施
設
利

用
者
数

－
屋
久
島
自
然
休
養
林
（
荒
川
地
区

及
び
白
谷
地
区
）

毎
日

協
力
金
の
徴
収
に
よ
る
利
用
者
数
を
把
握

林
野
庁

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
森
保
護

管
理
協
議
会

2
1
携
帯
ト
イ
レ
利

用
者
数

2
0
1
4
年
ま
で
に
宮
之
浦
岳

ル
ー
ト
を
利
用
す
る
登
山
者

（
パ
ー
テ
ィ
別
）
の
6
0
％
以

上
、
2
0
2
2
年
ま
で
に
9
0
％

以
上
が
携
帯
ト
イ
レ
を
所
持

す
る
こ
と

宮
之
浦
岳
ル
ー
ト

1
～
3
年
毎

特
定
の
利
用
集
中
日
に
お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
り
携
帯
ト
イ
レ
の
所
持
率
等
を
把
握

環
境
省

2
2

遺
産
地
域
に
お

け
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
利
用
者

の
動
向

－
縄
文
杉
ル
ー
ト
、
西
部
地
域
を
中

心
毎
日

利
用
調
整
シ
ス
テ
ム
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
上
で
、

利
用
日
、
入
島
手
段
、
入
下
山
ル
ー
ト
、
滞
在

日
等
を
把
握

屋
久
島
町

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
に
基
づ
く
利
用
調

整
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
前

提

2
3
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
利
用
や
観
光

業
の
実
態

－
屋
久
島
全
域

5
～
1
0
年
毎

観
光
客
の
属
性
や
利
用
形
態
及
び
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
の
実
態
等
の
観
光
関
連
に
係
る
基
本
情

報
を
把
握

環
境
省

2
4
登
山
道
周
辺
の

荒
廃
状
況
、
植

生
変
化

登
山
利
用
に
起
因
す
る
周

辺
植
生
が
衰
退
し
て
お
ら

ず
、
荒
廃
箇
所
が
増
加
・
拡

大
し
て
い
な
い
こ
と

屋
久
島
中
央
部
登
山
道
沿
い
計
8

箇
所

植
生
調
査

：
5
年
毎

写
真
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
：
毎
年

登
山
利
用
に
よ
る
周
辺
植
生
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
地
点
の
植
生
調
査
を
調
査
地
点
等
を
決

定
し
た
上
で
、
定
期
的
に
実
施
。
登
山
道
荒
廃

箇
所
数
と
荒
廃
状
況
の
把
握
・
登
山
道
の
写

真
撮
影
を
実
施

環
境
省

2
5
避
難
小
屋
ト
イ

レ
周
辺
の
水
質

登
山
利
用
に
伴
い
、
水
質
が

汚
染
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

山
岳
部
の
避
難
小
屋
6
箇
所

3
年
毎

避
難
小
屋
ト
イ
レ
の
直
下
を
流
れ
る
沢
の
水
質

を
測
定

環
境
省

利
用
に
よ
る
植
生
等

へ
の
影
響
把
握

利
用
状
況
の
把
握

評
価
指
標

Ｅ
　
観
光
客
等
に
よ
る
利
用
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

Ⅲ
　
観
光
客
等
に
よ
る
利
用
及
び
人
為
活
動
等
が
世
界
遺
産
登
録
時
の
価
値
を
損
な
っ
て
い
な
い
こ
と
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管理機関が今後継続して行うモニタリング実施予定（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実
施
主
体

実
施
頻
度

開
始
年

20
11
以
前

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

環
境
省

10
分
毎

20
11

20
11

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

林
野
庁

10
分
毎
～
毎
時

19
96

継
続

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

鹿
児
島
県

10
分
毎

19
98

継
続

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

気
象
庁

10
分
毎

19
37

継
続

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

2
降
下
ば
い
じ
ん
量

鹿
児
島
県

毎
月

19
70

継
続

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

3
pH
，
D
O
，
B
O
D
，
C
O
D
，
S
S
，
大
腸
菌
群
数

鹿
児
島
県

地
点
別
に
4年
毎

19
88

19
88
/2
00
1～
20
11

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

3
天
然
ス
ギ
林
の
現
状
把
握

4
天
然
ス
ギ
林
の
面
積

林
野
庁

10
年
毎

19
94

19
94
/(
20
09
現
況
)/
20
10

●

環
境
省

10
年
毎

19
83

19
83

/1
99

3/
(2
00

3)
●

●

林
野
庁

地
域
別
に
5～
10
年
毎

19
99

継
続

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

環
境
省

毎
年

19
70

s
継
続

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

林
野
庁

毎
年

継
続

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

6
そ
の
他
の
特
異
な
自
然
景
観
資
源
の
現
状
把
握

7
特
異
な
自
然
景
観
資
源
の
現
況

環
境
省

毎
年

19
98

継
続

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

環
境
省

10
年
毎

19
83

19
83

/1
99

3
●

●

林
野
庁

地
域
別
に
5～
10
年
毎

19
99

継
続

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

環
境
省

3～
5年
毎

20
08

20
08

/2
00

9
●

●
●

●

林
野
庁

１
～
3年

20
09

継
続

●
●

●

林
野
庁

毎
年

20
11

20
11

●
●

●

鹿
児
島
県

毎
年

20
07

継
続

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

屋
久
島
町

毎
年

継
続

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

環
境
省

1～
3年
毎

20
10

継
続

●
●

●
●

林
野
庁

１
～
3年

20
09

継
続

●
●

●

12
林
床
部
の
希
少
種
・固
有
種
の
分
布
・生
育
状
況

環
境
省

5年
毎

20
11

20
11

●
●

13
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
の
分
布
・生
育
状
況

林
野
庁

5年
毎

19
99

20
04

/2
00

9
●

●

10
外
来
種
等
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
把
握

14
外
来
植
物
ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
分
布
状
況

林
野
庁

毎
年
、
5年
毎

20
10

20
10

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

15
湿
原
の
面
積

林
野
庁

5年
毎

19
97

19
97

/2
00

0/
20

06
/2

01
0

●
●

16
湿
原
の
水
深
、
土
砂
堆
積
深
及
び
落
ち
葉
だ
ま
り
の
分
布
面
積

林
野
庁

5年
毎

20
00

20
00

/2
00

6/
20

10
●

●

12
高
層
湿
原
植
生
の
動
態
把
握

17
湿
原
の
植
生
群
落
分
布
、
種
組
成

林
野
庁

5年
毎

19
97

19
97

/2
00

0/
20

06
/2

01
0

●
●

18
屋
久
島
入
島
者
数

鹿
児
島
県

毎
日

19
71

継
続

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

19
主
要
山
岳
部
に
お
け
る
登
山
者
数

環
境
省

毎
日

20
00

継
続

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

20
自
然
休
養
林
に
お
け
る
施
設
利
用
者
数

林
野
庁

毎
日

19
93

継
続

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

21
携
帯
ト
イ
レ
利
用
者
数

環
境
省

1～
3年
毎

20
09

継
続

●
●

●
●

22
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
の
動
向

屋
久
島
町

毎
日

20
12

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

23
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
や
観
光
業
の
実
態

環
境
省

5～
10
年
毎

19
95

19
95

/2
00

1/
20

03
●

●

24
登
山
道
周
辺
の
荒
廃
状
況
、
植
生
変
化

環
境
省

毎
年
、
5年
毎

20
10

20
10

/2
01

1
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

25
避
難
小
屋
ト
イ
レ
周
辺
の
水
質

環
境
省

3年
毎

20
08

20
08

●
●

●

8
植
生
の
垂
直
分
布
の
動
態
把
握

7

大
気
組
成
、
水
質
測
定

天
然
ス
ギ
林
の
種
組
成
及
び
階
層
構
造

5
天
然
ス
ギ
林
の
動
態
把
握

4

著
名
ヤ
ク
ス
ギ
で
あ
る
各
個
体
の
枝
数
、
葉
量

6
著
名
ヤ
ク
ス
ギ
等
の
巨
樹
・巨
木
の
現
状
把
握

5

ヤ
ク
シ
カ
の
捕
獲
頭
数

9

利
用
状
況
の
把
握

13

高
層
湿
原
の
動
態
把
握

希
少
種
・固
有
種
の
分
布
状
況
の
把
握

119

気
温
、
湿
度
、
地
温
、
土
壌
水
分
、
降
水
量
等

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目

評
価
指
標
（調
査
項
目
）

1
1
気
象
デ
ー
タ
の
測
定

14
利
用
に
よ
る
植
生
等
へ
の
影
響
把
握

ヤ
ク
シ
カ
の
動
態
把
握
及
び
被
害
状
況
把
握

82

ヤ
ク
シ
カ
に
よ
る
植
生
被
害
及
び
回
復
状
況

ヤ
ク
シ
カ
の
個
体
数

1110

群
集
、
種
組
成
及
び
階
層
構
造


